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今月のトピック 

・新「上
かみ

」局長 着任あいさつ

・「新しい林業」の展開に向けた取組

国民の森林・国有林 
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北
海
道
森
林
管
理
局
長

着
任
あ
い
さ
つ

● 略 歴 ●  出⾝地 ⿅児島県 
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６
月

２８
日
付
け
で
、
北
海

道
森
林
管
理
局
長
を
拝
命
し

ま
し
た
上
（
か
み
）
で
す
。 

初
め
て
の
北
海
道
勤
務
で
、

気
候
や
森
林
の
種
類
等
あ
ら

ゆ
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
勤

務
経
験
し
た
所
と
は
異
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
見
聞
き
し

て
状
況
を
把
握
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
林
政
全
般
に
お
き
ま

し
て
は
、
丸
太
の
生
産
性
ア
ッ

プ
、
造
林
初
期
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
、
国

産
材
流
通
の
効
率
化
、
木
材
利 

用
の
さ
ら
な
る
拡
大

な
ど
、
進
度
の
差
は
あ

れ
、
こ
れ
ら
を
一
体
的

に
推
進
す
る
こ
と
が

現
下
の
課
題
で
す
。 

折
し
も
、
輸
入
材
不

足
に
端
を
発
す
る
木

材
需
給
の
ひ
っ
迫
、
木

材
価
格
の
急
上
昇
等
の
影
響

に
よ
り
、
国
産
材
供
給
に
対
す

る
期
待
の
高
ま
り
は
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
内
に

は
、
豊
富
な
森
林
資
源
が
あ
り

ま
す
。
私
ど
も
国
有
林
は
、
木

材
供
給
に
お
い
て
も
一
定
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
計
画

的
・
安
定
的
供
給
に
努
め
て
ま

い
る
考
え
で
す
。 

一
方
、
近
年
の
降
雨
状
態
等

の
変
化
は
道
内
で
も
大
き
な

被
害
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

適
切
な
治
山
対
策
等
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
発
生
し
た
場
合

に
は
、
地
元
自
治
体
等
と
緊
密

に
連
携
し
て
、
緊
急
対
応
並
び

に
早
期
復
旧
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
や

森
林
生
態
系
を
有
し
て
い
る

北
海
道
の
特
徴
を
永
続
的
に

維
持
し
て
い
く
こ
と
も
当
局

の
重
要
な
使
命
で
す
。
希
少
種

の
動
植
物
の
保
全
・
管
理
や
景

観
の
維
持
等
に
加
え
て
、
自
然

環
境
を
適
正
に
管
理
し
な
が

ら
、
癒
や
し
の
場
の
提
供
、
さ

ら
に
は
、
健
康
、
観
光
、
教
育

と
い
っ
た
様
々
な
場
に
森
林

空
間
を
活
か
し
て
新
た
な
価

値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
に

も
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
そ
の

構
築
に
も
貢
献
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、
理
想
的

な
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
実
現
で
き
る
場
と
し
て
、
地

方
に
対
す
る
期
待
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
変
化

は
、
地
域
が
そ
こ
に
あ
る
様
々

な
資
源
を
様
々
な
形
で
価
値

に
結
び
つ
け
る
絶
好
の
機
会

と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

道
内
に
お
い
て
、
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
が
重
要
な
位
置

づ
け
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
ど
も
が
、
森
林
管
理
や
林

業
の
現
場
で
培
っ
て
き
た
（
培

っ
て
い
く
）
資
源
や
技
術
力
の

活
用
を
通
じ
、
市
町
村
行
政
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
管

内
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

が
発
展
・
持
続
す
る
よ
う
、
貢

献
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。 

ま
た
、
国
産
材
利
用
が
一
層

高
ま
る
よ
う
、
そ
の
意
義
・
効

果
の
普
及
と
あ
ら
ゆ
る
ツ
ー

ル
に
よ
る
働
き
か
け
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

本
誌
を
ご
覧
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
る
と
と
も

に
、
道
内
の
安
全
・
安
心
の
暮

ら
し
と
地
域
経
済
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
各
般
の
取

組
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

新局長 上
かみ

 練三
れんぞう
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【
概
要
】 

然
別
自
然
休
養
林
は
、
鹿
追

町
、
士
幌
町
、
上
士
幌
町
の
３

町
に
跨
が
り
、
大
雪
山
国
立
公

園
の
南
部
に
位
置
す
る
然
別
湖

を
中
心
に
広
が
る
休
養
林
で
す
。 

エ
リ
ア
内
に
は
「
然
別
火
山

群
」
と
呼
ば
れ
る
標
高
１
，
２

０
０
ｍ
前
後
の
山
々
と
、
か
つ

て
火
山
活
動
が
川
を
せ
き
止
め

誕
生
し
た
、
標
高
８
１
０
ｍ
と

道
内
で
は
も
っ
と
も
高
い
場
所

に
あ
る
湖
「
然
別
湖
」
が
あ
り

ま
す
。 

最
終
氷
期
と
呼
ば
れ
る
今
よ

り
寒
い
時
代
に
誕
生
し
た
火
山

群
に
は
、
岩
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
し

た
斜
面
が
広
が
り
、
そ
の
周
囲

に
は
夏
で
も
冷
た
い
風
を
吹
き

出
す
穴
「
風
穴(
ふ
う
け
つ)

」

と
、
地
下
に
は
年
中
凍
り
続
け

る
永
久
凍
土
の
存
在
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。 

エ
リ
ア
内
に
は
、
こ
の
ほ
か
、

火
山
の
恵
み
で
あ
る
温
泉
や
、

今
ま
さ
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

三
角
州
、
道
内
三
大
秘
湖
と
し

て
知
ら
れ
る
「
東
雲
湖(

し
の
の

め
こ)

」
な
ど
、
こ
の
地
な
ら
で

は
の
地
形
や
景
観
が
広
が
っ
て

お
り
、
様
々
な
Ｃ
Ｍ
や
ド
ラ
マ

の
撮
影
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。 

【
地
名
の
由
来
】 

北
海
道
の
地
名
の
多
く
は
ア

イ
ヌ
語
に
由
来
し
て
お
り
、
そ

の
多
く
は
、
土
地
の
地
形
の
特

徴
や
産
物
な
ど
を
表
し
ま
す

(

語
源
に
は
諸
説
が
あ
り
ま
す)

。 

鹿
追
町
：
ア
イ
ヌ
語
で
「
ク
テ

ク
ウ
シ
」(

鹿
捕
り
柵
の
あ
る
も

の) 士
幌
町
・
上
士
幌
町
：
ア
イ
ヌ

語
で
「
シ
ュ
ウ
ウ
オ
ロ
」(

鍋
を

水
に
浸
し
た
と
こ
ろ) 

【
楽
し
み
方
】 

●
登
山
：
周
辺
の
山
は
登
山
口

か
ら
頂
上
ま
で
の
標
高
差
が
４

０
０
ｍ
前
後
。
登
山
道
の
状
態

は
様
々
で
す
が
、
比
較
的
歩
き

や
す
く
、
短
時
間
で
登
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
自
然
観
察
を

し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
登
り
た
い

方
や
、
登
山
初
心
者
の
方
に
も

オ
ス
ス
メ
で
す
。

●
カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
：
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー(

有
料)

が
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
初
心
者
の

方
で
も
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
遊
覧
船
：
一
周
約
40
分
か
け

て
然
別
湖
を
廻
り
ま
す
。
モ
ー

ニ
ン
グ
ク
ル
ー
ズ
や
ナ
イ
ト
ク

ル
ー
ズ
も
お
勧
め
で
す
。(

要
予

約)

。
他
に
も
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、

キ
ャ
ン
プ
、
釣
り(

期
間
限
定)

、

足
湯
な
ど
様
々
な
楽
し
み
方
が

あ
り
ま
す
。

【
気
候
性
と
植
生
・
野
生
生
物
】 

 

冬
は
マ
イ
ナ
ス
30
度
以
下
、

夏
で
も
５
度
近
く
ま
で
下
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

周
り
を
囲
む
原
生
林
に
は
日

本
最
古
の
永
久
凍
土
が
作
り
出

す
特
殊
な
自
然
環
境
が
あ
り
ま

す
。 ま

た
、「
然
別
湖
」
は
大
雪
山

国
立
公
園
内
で
唯
一
の
自
然
湖

で
す
。 

そ
こ
に
は
湖
が
陸
封
さ
れ
た

こ
と
で
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
、

世
界
に
は
こ
こ
し
か
い
な
い
オ

シ
ョ
ロ
コ
マ
（
ミ
ヤ
ベ
イ
ワ
ナ
）

が
生
息
し
て
い
ま
す
。

周
辺
に
拡
が
る
森
に
は
、
エ

ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
な
ど
貴
重
な
動

植
物
が
多
数
生
息
し
、
ま
た
、

日
本
蘇
苔
類
学
会
に
よ
り
「
日

本
の
貴
重
な
コ
ケ
の
森
」
に
も

選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

【
ア
ク
セ
ス
】 

●
公
共
交
通
機
関
の
場
合

・
と
か
ち
帯
広
空
港
→
JR
帯
広
駅

（
バ
ス 

約
２
時
間
30
分
）

・
JR
札
幌
駅
→
JR
帯
広
駅

（
約
２
時
間
30
分
）

JR
帯
広
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル 

→
然
別
湖
畔
温
泉

（
バ
ス
約
１
時
間
40
分
）

・
JR
札
幌
駅
→
JR
新
得
駅
か
ら

（
バ
ス
約
１
時
間
20
分
）

→
然
別
湖
畔
温
泉

●
車
の
場
合

・
道
東
自
動
車
道 

新
千
歳
空
港

→
十
勝
清
水
IC
→
然
別
湖
（
約
１

８
０
km
、
約
２
時
間
40
分
）

・
旭
川
空
港
→
然
別
湖
（
約
１
８

０
km
、
約
２
時
間
40
分
） 

・
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
、
道
東
自

動
車
道 

と
か
ち
帯
広
空
港
→
芽

室
IC
→
然
別
湖
（
約
90

km
、
約
１

時
間
30
分
） 

・
JR
札
幌
駅
→
然
別
湖
（
約
２
２

０
km
、
約
３
時
間
20
分
） 

十勝西部森林管理署 東大雪支署 

然別湖と周辺の山々 

雪と氷で作られた村 
然別湖コタン 

エゾナキウサギ

3



【
新
し
い
林
業
へ
の
取
組
】 

 

令
和
３
年
６
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
新
た
な
森
林
・
林
業
基

本
計
画
に
お
い
て
は
、
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

達
成
を
見
据
え
た
豊
か
な
社
会

経
済
の
実
現
の
た
め
、
伐
採
か

ら
再
造
林
、
保
育
の
収
支
を
プ

ラ
ス
に
す
る
「
新
し
い
林
業
」

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
「
新
し
い
林
業
」
を
着

実
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
計

画
的
に
取
組
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
当
課
に
お
い
て

は
、
令
和
４
年
度
の
重
点
取
組

事
項
の
一
つ
と
し
て
、
「
新
し

い
林
業
の
展
開
に
向
け
た
取
組
」

を
掲
げ
、
①
大
型
機
械
を
用
い

た
サ
サ
類
根
系
切
断
除
去
を
伴

う
全
面
地
拵
、
②
大
型
機
械
等

に
よ
る
機
械
下
刈
を
可
能
と
す

る
低
密
度
植
栽
、
③
低
密
度
植

栽
地
に
お
け
る
重
機
等
に
よ
る

下
刈
な
ど
に
つ
い
て
、
実
証
地

を
設
定
し
試
験
及
び
検
証
に
引

き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

 

併
せ
て
、
「
生
産
事
業
と
造

林
事
業
の
一
括
発
注
」
、
「
立

木
販
売
と
造
林
請
負
の
混
合
契

約
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

苗
木
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
テ
ナ

苗
に
よ
る
緩
効
性
肥
料
施
用
苗

や
育
苗
期
間
短
縮
苗
、
大
苗
の

試
験
的
導
入
な
ど
、
森
林
整
備

の
省
力
化
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。 

【
実
証
地
の
取
り
組
み
】 

 

令
和
３
年
度
よ
り
、
造
林
事

業
の
省
力
化
・
機
械
化
の
推
進

と
し
て
、
大
型
機
械
に
よ
る
下

刈
を
可
能
と
す
る
新
た
な
造
林

仕
様
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

 

大
型
機
械
で
下
刈
を
す
る
た

め
に
は
、
大
型
機
械
が
造
林
地

を
走
行
で
き
る
植
え
方
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
図
１
の
よ

う
に
列
間
４
ｍ
幅
に
設
定
し
た

仕
様
と
し
、
ha
あ
た
り
１
，
５

０
０
本
の
低
密
度
植
栽
と
し
て

実
証
地
を
造
成
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
樹
種
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、
現
在
の
標
準
的
な
植
栽

密
度
は
ha
あ
た
り
２
，
５
０
０

～
３
，
０
０
０
本
で
す
。 

 

今
後
、
実
証
地
に
お
け
る
機

械
作
業
の
効
率
化
や
低
密
度
植

栽
の
施
業
方
法
に
つ
い
て
検
証

を
重
ね
つ
つ
、
造
林
の
初
期
コ

ス
ト
に
つ
い
て
も
検
証
し
な
が

ら
、
将
来
の
低
コ
ス
ト
な
森
林

整
備
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

【
主
伐
・
再
造
林
増
加
へ
の
対
応
】 

北
海
道
に
お
け
る
人
工
林
資

源
は
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎

え
て
お
り
、
ま
た
、
ウ
ッ
ド
シ

ョ
ッ
ク
や
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
な
ど
の
海
外
情
勢
に
よ

る
影
響
で
、
輸
入
材
の
供
給
の

見
通
し
が
不
透
明
な
こ
と
か
ら
、

道
産
材
の
利
用
へ
の
期
待
が
非

常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
原
木
の
安
定
供
給
に
併

せ
、
伐
採
後
に
お
け
る
再
造
林

の
増
加
に
も
計
画
的
に
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
造
林
事
業

の
省
力
化
・
機
械
化
に
加
え
苗

木
の
確
保
に
向
け
安
定
的
な
苗

木
の
生
産
体
制
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
計
画
的
な 

 

苗
木
生
産
へ
の
取
組
】 

 

図
２
の
よ
う
に
、
出
荷
可
能

な
苗
木
を
作
る
に
は
数
年
単
位

の
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。 

カ
ラ
マ
ツ
の
普
通
苗
で
約
３
年
、

ト
ド
マ
ツ
の
普
通
苗
で
約
５
年
、

コ
ン
テ
ナ
苗
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

１
年
短
縮
可
能
に
な
り
ま
す
が
、

一
定
の
育
苗
期
間
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
苗
木
生
産
者
は
、

何
年
後
か
の
苗
木
の
利
用
を
見

据
え
、
さ
ら
に
、
苗
木
出
荷
可

能
と
な
る
ま
で
の
間
に
被
害
や

十
分
な
規
格
に
達
せ
ず
出
荷
で

き
な
い
苗
木
が
出
る
こ
と
も
想

定
し
計
画
的
に
苗
木
を
生
産
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「新しい林業」の展開に向けた取組 
森林整備第⼀課

クラッシャー地拵
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こ
の
た
め
、
計
画
的
な
苗
木

生
産
の
た
め
に
は
、
苗
木
を
使

用
す
る
側
が
、
再
造
林
に
必
要

な
苗
木
の
見
通
し
を
正
確
に
苗

木
生
産
者
に
提
供
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 

 

こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
北
海

道
森
林
管
理
局
で
は
平
成
29

年
度
よ
り
国
有
林
で
使
用
す
る

需
給
苗
木
の
一
部
を
「
コ
ン
テ

ナ
苗
の
安
定
需
給
協
定
」
の
締

結
に
よ
り
、
計
画
的
な
苗
木
確

保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

「
コ
ン
テ
ナ
苗
の
安
定
需
給

協
定
」
は
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ト
ド

マ
ツ
、
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
の
３

樹
種
と
し
、
今
後
必
要
と
す
る

コ
ン
テ
ナ
苗
の
需
要
見
通
し
を

踏
ま
え
て
必
要
本
数
を
公
募
し
、

苗
木
を
生
産
可
能
な
生
産
者
か

ら
の
応
募
を
も
っ
て
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。
選
定
結
果
に

つ
い
て
は
北
海
道
森
林
管
理
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し

て
い
ま
す
。

 

北
海
道
に
お
け
る
苗
木
生
産

者
に
お
い
て
は
、
担
い
手
不
足

等
も
あ
り
苗
木
生
産
体
制
も
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
で
き
る
限
り
長
期
の
苗

木
需
要
の
見
通
し
を
示
し
な
が

ら
、
雇
用
の
確
保
と
安
定
的
な

苗
木
生
産
に
努
め
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で

す
。 

【
採
種
園
の
再
整
備
】 

 

苗
木
の
需
要
量
が
増
え
る
中
、

苗
木
生
産
に
必
要
な
種
子
の
確

保
も
重
要
で
す
。 

 

よ
り
品
質
の
良
い
種
子
の
確

保
と
し
て
、
ト
ド
マ
ツ
、
ア
カ

エ
ゾ
マ
ツ
に
つ
い
て
は
主
に
国

有
採
種
園
か
ら
、
カ
ラ
マ
ツ
に

つ
い
て
は
成
長
が
良
く
種
子
が

多
く
実
っ
て
い
る
国
・
道
両
方

の
林
分
か
ら
、
ク
リ
ー
ン
ラ
ー

チ
に
つ
い
て
は
主
に
道
有
採
種

園
か
ら
採
種
し
て
い
ま
す
。

 

今
後
、
苗
木
を
多
く
生
産
す

る
た
め
に
は
、
種
子
も
多
く
必

要
に
な
り
ま
す
が
、
北
海
道
に

あ
る
採
種
園
に
つ
い
て
は
、
老

木
・
高
木
化
し
て
お
り
、
種
子

の
着
果
や
採
種
が
困
難
と
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
・

道
・
民
有
林
が
連
携
し
て
、
計

画
的
に
採
種
園
に
あ
る
採
種
木

の
更
新
を
図
っ
て
行
く
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

北
海
道
に
お
け
る
特
定
品
種

で
あ
る
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
に
つ

い
て
は
、
成
長
が
早
く
、
二
酸

化
炭
素
固
定
能
力
が
高
い
こ
と

か
ら
、
苗
木
の
需
要
も
高
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
日
々

増
産
に
努
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
ま
だ
生
産
を
始
め

て
間
も
な
い
こ
と
か
ら
種
子
の

量
も
少
な
い
た
め
、
元
と
な
る

苗
木
を
作
り
、
そ
こ
か
ら
穂
を

採
っ
て
挿
し
木
に
す
る
増
殖
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

ま
た
、
そ
の
増
産
に
あ
た
っ

て
は
、
民
間
苗
畑
も
「
特
定
増

殖
事
業
者
」
と
し
て
採
種
園
を

作
っ
て
増
産
体
制
に
入
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

以
上
の
よ
う
に
、「
新
し
い
林

業
」
へ
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ

て
は
、
省
力
化
・
機
械
化
に
取

り
組
み
、
低
密
度
植
栽
な
ど
も

取
り
入
れ
な
が
ら
造
林
請
負
者

へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
ほ
か
、

苗
木
に
つ
い
て
も
、
国
・
道
・

民
有
林
が
連
携
し
、
採
種
園
の

再
整
備
も
進
め
な
が
ら
、
安
定

的
な
確
保
に
努
め
て
い
く
こ
と

で
、
北
海
道
に
お
け
る
持
続
可

能
な
林
業
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。 

採種園再整備の植栽 国有採種園（トドマツ） 

コンテナ苗生産状況 普通苗生産状況 
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空
知
森
林
管
理
署
北
空
知
支

署
は
、
石
狩
川
支
流
の
一
級
河

川
・
雨
竜
川
上
流
の
日
本
一
の

そ
ば
の
里
、
幌
加
内
町
に
所
在

し
て
い
ま
す
。
庁
舎
は
、
平
成

17
年
４
月
に
落
成
し
、
今
年
で

17
年
と
な
り
ま
し
た
。 

建
物
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
豪
雪
と
道
北
地
方
の
木
材
！
」 

具
体
的
に
は
豪
雪
対
策
を
基

本
と
し
た
設
計
と
、
庁
舎
周
辺

の
自
然
に
配
慮
し
た
配
色
、
更

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
を
取
り

入
れ
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
も
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
潤
い

と
温
か
み
の
あ
る

庁
舎
を
目
指
し
ま

し
た
。 

構
造
は
、
豪
雪
対

策
と
し
て
、
屋
根
は

切
妻
屋
根
、
床
は
高

床
、
庇
（
ひ
さ
し
）

を
深
く
し
て
、
落
雪

の
恐
れ
の
あ
る
部

分
は
、
あ
え
て
木
質

材
料
の
使
用
を
避
け
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
列
柱
を
配
置
し
ま
し

た
。こ

の
列
柱
は
当
支
署
の
執
務

室
を
保
護
す
る
形
で
７
本
配
置

さ
れ
、
外
見
上
の
特
色
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
外
壁
に

は
マ
ツ
の
羽
目
板
を
使
用
し
、

内
部
に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ

レ
を
設
置
、
ス
ロ
ー
プ
と
併
せ

て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
建
物
と
な

っ
て
い
ま
す
。

主
な
木
材
は
、
ト
ド
マ
ツ
、

エ
ゾ
マ
ツ
を
始
め
と
し
て
ミ
ズ

ナ
ラ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ウ
ダ
イ
カ

ン
バ
な
ど
道
北
地
域
で
産
出
さ

れ
る
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
て
お
り
、
使
用
量
は
、
構
造

材
の
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
の

大
断
面
集
成
材
等
で
約
９
２

㎥
、
外
装
材
の
、
ト
ド
マ
ツ
、

カ
ラ
マ
ツ
で
約
１
５
８
㎡
、
内

装
材
は
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ヤ
チ
ダ

モ
、
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ア
サ
ダ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
セ

ン
ノ
キ
の
７
種
類
を
使
用
し
約

６
１
３
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
木
材
は
、
そ
の
特
徴
を

生
か
し
、
支
署
長
室
は
、
ウ
ダ

イ
カ
ン
バ
、
ア
サ
ダ
、
セ
ン
ノ

キ
に
囲
ま
れ
た
重
厚
な
仕
上
げ

に
、
事
務
室
及
び
会
議
室
は
、

ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
の
大
断

面
構
造
用
集
成
材
の
使
用
に
よ

り
天
井
が
高
く
、
開
放
感
の
あ

る
明
る
い
造
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
窓
は
全
て
キ
ハ
ダ
、

ヤ
チ
ダ
モ
の
木
製
サ
ッ
シ
を
使

用
し
、
内
壁
に
は
、
ウ
ダ
イ
カ

ン
バ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ヤ
チ
ダ
モ

の
合
板
や
羽
目
板
を
使
用
し
ミ

ズ
ナ
ラ
の
縁
取
り
が
ア
ク
セ
ン

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
当
支
署
の
Ｐ
Ｒ
に

な
り
ま
す
が
、
管
内
は
主
に
雨

竜
川
沿
い
の
深
川
市
、
幌
加
内

町
、
沼
田
町
、
北
竜
町
、
雨
竜

町
の
１
市
４
町
に
ま
た
が
る
約

６
７
，
０
０
０
ha
の
国
有
林
を

管
理
し
て
い
ま
す
。 

地
域
の
主
な
産
業
は
、
水
稲

や
蕎
麦
を
主
体
と
す
る
農
業

で
、
農
業
用
水
を
供
給
す
る
朱

鞠
内
湖
等
の
多
目
的
ダ
ム
が
多

く
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

上
流
部
に
位
置
す
る
国
有
林
は

水
瓶
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
季
節
の
寒
暖
差
約

60
度
と
３
ｍ
越
え
の
豪
雪
と

共
に
、
地
域
に
密
着
し
た
森
林

づ
く
り
と
適
切
な
管
理
・
運
営

に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

【
空
知
森
林
管
理
署 

北
空
知
支
署
】

木
造
建
築
・
我
が
署
紹
介
！ 

バリアフリーの玄関 

落雪から庁舎を守る列柱 

支署長室 

大断面集成材を使用した会議室 
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【
地
域
の
ご
紹
介
】 

開
陽
森
林
事
務
所
は
北
海
道

の
東
側
、
根
室
振
興
局
管
内
の

中
標
津
町
に
所
在
し
て
お
り
、

北
部
に
山
岳
地
域
、
南
部
に
は

平
坦
な
根
釧
原
野
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
中
標
津
町
は
酪
農
を

は
じ
め
と
し
た
農
業
の
盛
ん
な

地
域
で
す
。
ま
た
、
中
標
津
空

港
も
あ
り
、
根
室
管
内
の
玄
関

口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
積
雪
は

少
な
く
、
一
年
を
通
し
て
冷
涼

で
過
ご
し
や
す
い
気
候
で
す
。 

根
釧
原
野
に
は
北
海
道
遺
産

で
あ
る
幅
１
８
０
ｍ
の
大
規
模

な
格
子
状
防
風
林
が
広
が
っ
て

お
り
、
開
陽
台
と
い
う
観
光
ス

ポ
ッ
ト
か
ら
そ
の
一
部
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
開
陽
森
林
事
務
所
の
概
要
】 

 

開
陽
森
林
事
務
所
は
養
老
牛

森
林
事
務
所
、
西
春
別
森
林
事

務
所
と
の
合
同
森
林
事
務
所
で
、

中
標
津
町
の
東
側
及
び
標
津
町

の
一
部
の
防
風
林
約
１
，
７
０

０
ha
と
合
わ
せ
て
約
１
０
，
７

０
０

ha
の
国
有
林
を
管
轄
し

て
い
ま
す
。
合
同
森
林
事
務
所

で
は
、
３
森
林
事
務
所
が
そ
れ

ぞ
れ
防
風
林
を
含
ん
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
３
名
の
森
林
官
と

２
名
の
非
常
勤
職
員
で
各
種
業

務
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
格
子
状
防
風
林
】 

 

広
大
な
格
子
状
防
風
林
は
そ

の
多
く
が
防
風
保
安
林
に
指
定

さ
れ
、
地
吹
雪
を
は
じ
め
と
す

る
厳
し
い
自
然
気
象
か
ら
人
々

を
守
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

農
地
に
対
し
て
は
、
高
く
成
長

し
た
木
々
に
よ
る
枝
の
延
伸
や

落
枝
、
日
照
不
足
よ
る
農
作
物

へ
の
影
響
等
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。 こ

の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て

も
、
未
だ
に
悠
然
と
防
風
林
が

存
在
し
て
い
る
の
は
、
地
域
の

方
々
の
長
年
に
わ
た
る
ご
理
解

と
ご
協
力
ゆ
え
で
す
。
今
日
で

は
、
防
風
効
果
の
発
揮
の
み
な

ら
ず
、
森
林
の
整
備
に
と
も
な

う
木
材
供
給
に
貢
献
し
て
い
る

道
内
で
も
数
少
な
い
防
風
林
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

防
風
林
で
伐
採
さ
れ
た
木
材

の
多
く
は
中
標
津
市
街
地
の
西

端
に
位
置
す
る
集
合
土
場
に
運

び
込
ん
で
販
売
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
集
合
土
場
は
２
０
，

０
０
０
㎥
の
材
を
収
容
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
防
風
林
は
野
生
動
物

の
生
息
域
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

巡
視
中
、
ガ
サ
ガ
サ
と
音
が
す

る
と
身
構
え
、
危
害
を
加
え
る

こ
と
の
な
い
動
物
で
あ
る
と
わ

か
る
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
ま
す
。 

【
最
後
に
】 

当
事
務
所
に
赴
任
し
て
ま
だ

１
年
も
経
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

様
々
な
こ
と
を
経
験
し
て
い
ま

す
。
森
林
事
務
所
の
勤
務
は
初

め
て
で
、
合
同
森
林
事
務
所
５

人
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で
は
最
年

少
で
す
。 

経
験
年
数
も
少
な
い
森
林
官

で
す
の
で
、
先
輩
方
に
囲
ま
れ

て
、
知
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た

こ
と
が
あ
る
た
び
に
、
助
け
て

も
ら
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
先
輩
方
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
方
々
に
も
支
え
ら
れ
て

業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

監
督
業
務
や
、
地
域
の
方
々
の

相
談
に
向
か
っ
た
は
ず
が
、
私

の
方
が
ご
指
導
い
た
だ
く
こ
と

ば
か
り
で
す
。
い
た
だ
い
た
知

見
を
今
後
に
生
か
せ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

根釧東部森林管理署 
開陽森林事務所 

森林官 秋吉 由佳 
右端が開陽森林官 

開陽台から見た格子状防風林

防風林で見かけたイイズナ 

防風林から出材したカラマツ 
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広報 「北の森林 国有林」７月号 

発行 林野庁北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 

ＩＰ電話 050-3160-6300
電 話 011-622-5213
F A X 011-622-5194

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

も り

今
月
の
表
紙 

今月の木 「カラマツ」 

夏には丸みのある 

「まつぼっくり」をつけます。 

カラマツのイラストを

表紙の月数字に載せました。 

・森 mori カフェ

（2022 年 7 月 22 日（金曜日））

・
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト

（
２
０
２
２
年
７
月
２
２
日
（
金
曜
日
）） 

（2022 年 7 月 12 日（火曜日）～2022 年 7 月 21 日（木曜日）） 

詳
し
く
は
北
海
道
森
林
管
理
局 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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